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通常の配管設計手法

分水して水量が減るので配管径は徐々に小さくする。
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♯７０河川管理者提供審議資料１－３

「川上ダム利水の代替案に対する見解」の記述

• 青蓮寺用水の最大取水量は、当初の１．８６
㎥/ｓが、かんがい面積や作付け時期の変更
により、平成１５年に１．７２ ㎥/ｓに変更され
ていますが、これによる管路の余裕は０．１４
㎥/ｓ（幹線水路の送水能力は末端に行くほど

小さくなっているため末端の余裕はさらに小さ
くなります）しかありません。また、構造から流
下能力を評価しても余裕は０．０５ ㎥/ｓ（矢田

川に隣接する下流調整池の直上流地点）し
かありません。したがって、伊賀水道用水必
要水量０．３５８ ㎥/ｓの導水は行えません。
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青蓮寺用水幹線水路の基本設計

分水工

分水工
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支線水路へ分水

支線水路へ分水

径1350mm
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下
流
調
整
池当初許可水量：１．８６ｍ3/ｓ

現在許可水量：１．７２ｍ3/ｓ
差 引 余 裕 ： ０．１４ｍ3/ｓ

幹線水路は、ダム取水点から最初は900mm、その後1,350mm、
1,000mmになり、下流調整池まで口径1,000mmのパイプが敷設されて

いる。
下流調整池以後は口径を徐々に小さくしている。
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